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1.  平成22年3月期第2四半期の連結業績（平成21年4月1日～平成21年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第2四半期 2,307 △47.2 △268 ― △347 ― △212 ―
21年3月期第2四半期 4,369 ― 1,553 ― 1,575 ― 915 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第2四半期 △11.01 ―
21年3月期第2四半期 48.05 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第2四半期 9,820 4,066 39.9 202.79
21年3月期 10,458 4,487 41.5 224.69

（参考） 自己資本   22年3月期第2四半期  3,916百万円 21年3月期  4,339百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  有  
・21年３月期期末配当の内訳 普通配当10円00銭、創業80周年記念配当２円00銭 

1株当たり配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― ― ― 12.00 12.00
22年3月期 ― ―
22年3月期 

（予想） ― 3.00 3.00

3.  平成22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  有   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 5,400 △26.9 160 △91.6 40 △97.8 0 △100.0 0.00
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4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  無  

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
１．平成21年８月６日に公表しました通期の連結業績予想を本資料において修正しております。詳細につきましては、本日発表の「業績予想の修正に関す
るお知らせ」をご参照下さい。また、平成22年３月期の配当につきましては、これまで発表を見合わせておりましたが、最近の業績の動向や利益剰余金の
残高等をふまえ配当予想を行っております。詳細につきましては、本日発表の「平成22年３月期 配当予想の修正に関するお知らせ」をご参照下さい。 
２．上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含んでおります。実際の実績等は、業績
の変化等により、上記予想数値と異なる場合があります。 
 業績予想の前提となる条件等については、６ページ【定性的情報・財務諸表等】「３．連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

新規 ―社 （社名 ） 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 無
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第2四半期 19,320,000株 21年3月期  19,320,000株
② 期末自己株式数 22年3月期第2四半期  8,399株 21年3月期  8,299株
③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年3月期第2四半期 19,311,626株 21年3月期第2四半期 19,043,705株
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当第２四半期連結累計期間における世界経済は、米国・ユーロ圏並びに日本での景気回復力が弱く、た

だ中国だけは大規模な公共投資を柱とする景気刺激策や金融緩和の効果で回復傾向にあるものの、世界経

済が中国一国の成長に頼るという構図が強まり先進国の経済回復の自律性が乏しいため中国から先進国へ

の輸出もふるわず、世界全体としては先行き不透明感が漂う経済状況でした。 

ドライバルク市況は５月半ばから夏場にかけ、中国を中心に鉄鉱石輸送の需要が拡大し、ケープサイズ

型など大型船を中心に市況が騰勢を強めたものの８月に入り軟化傾向となり、パナマックス型やハンディ

ーマックス型などの市況もこれに牽引される形で８月以降小幅ながらジリ安の市況が続いています。 

この様な状況下、当社グループの外航海運部門では、ハンディーマックス船型を中心に効率的な輸送を

行ったものの、前年同期に比べ市況が低水準で推移したことによる運賃の値下げに加え、当初予定してい

た航海の完了が翌第３四半期にズレこんだため、前年同期比で大幅に減益となりました。一方内航海運部

門では、国内景気の低迷でドライ貨物輸送の荷動き量が大幅に減少したことや所有船舶の入渠時期が当第

２四半期連結累計期間に集中したことなどから前年同期比で大幅な減益となりました。 

この結果、営業収益は2,307百万円（対前第２四半期連結累計期間比△2,061百万円、47.2%減）、営業

損失は268百万円（同△1,821百万円、前第２四半期連結累計期間1,553百万円の営業利益）、経常損失は

347百万円（同△1,923百万円、前第２四半期連結累計期間1,575百万円の経常利益）、また、四半期純損

失は212百万円（同△1,127百万円、前第２四半期連結累計期間915百万円の四半期純利益）となりまし

た。 

  

・定性的情報・財務諸表等

1. 連結経営成績に関する定性的情報
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事業の種類別セグメントの業績は次のとおりであります。 

①外航海運業 

  支配下船舶による北米からの輸入穀物などの輸送を主に、国内向けボーキサイト輸送を行い、運航採算

の向上に努めました。 

 当第２四半期連結累計期間における営業収益及び営業利益は、前第２四半期連結累計期間に比べ大幅な

減収・減益となり、営業収益は1,609百万円（対前第２四半期連結累計期間比△1,735百万円、51.9％

減）、営業利益は96百万円（対前第２四半期連結累計期間比△1,768百万円）となりました。これらは主

に、前第２四半期連結累計期間に比べ、海運市況が低水準で推移したことによる運賃の値下げに加え、航

海数の減少や円高の影響によるものです。 

  

②内航海運業 

 所有船によるボーキサイト残渣輸送、定期用船３隻による水酸化アルミなどの輸送、所有船１隻による

重油輸送を行い、安全輸送と効率配船に努めるとともに、所有船１隻の定期貸船により安定収益の確保を

図りました。 

 当第２四半期連結累計期間における営業収益は、引続き低調な荷動きなどの影響で625百万円（対前第

２四半期連結累計期間比△319百万円、33.8％減）と減収となり、営業損失は、93百万円（前第２四半期

連結累計期間９百万円の営業損失）となりました。 

  

③その他事業 

 当第２四半期連結累計期間における不動産賃貸業並びに保険代理店事業においては、営業収益は72百万

円（対前第２四半期連結累計期間比△６百万円、8.4％減）、営業利益は21百万円（同△８百万円、

29.0％減）となりました。 

  

所在地別セグメントの業績は次のとおりであります。 

①日本 

 海運業部門での大幅な減収の影響などで、当第２四半期連結累計期間における営業収益は2,348百万円

（対前第２四半期連結累計期間比△2,060百万円、46.7％減）となり、営業利益は142百万円（同△1,703

百万円）となりました。 

  

②リベリア 

 外部顧客に対する営業収益はありませんが、当第２四半期連結累計期間におけるセグメント間の内部営

業収益は823百万円（対前第２四半期連結累計期間比278百万円、51.0％増）となり、営業損失は0.8百万

円（同△36百万円、前第２四半期連結累計期間35百万円の営業利益）となりました。 
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①資産、負債および純資産の状況 

 当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ637百万円減少し、9,820百万

円となりました。主な内容は、流動資産が主に現金及び預金の減少569百万円などにより328百万円減少

し、固定資産が主に減価償却費などで308百万円減少しております。負債は5,753百万円となり、前連結会

計年度末に比べ216百万円の減少となりました。これは、前受金の増加334百万円や未払法人税等の減少

322百万円などにより流動負債が101百万円増加し、長期借入金の返済などにより固定負債が318百万円減

少したことによるものです。 

 純資産は、四半期純損失212百万円や剰余金の配当231百万円などによる株主資本の減少444百万円とそ

の他有価証券評価差額金の増加による評価・換算差額の合計の増加21百万円と少数株主持分の増加１百万

円により、前連結会計年度末に比べ421百万円減少し、4,066百万円となりました。 

  

②キャッシュ・フローの状況 

 当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の期末残高は、営

業活動の結果使用した資金４百万円、投資活動の結果得られた資金392百万円、財務活動の結果使用した

資金507百万円など加減した結果、前連結会計年度末に比べ169百万円減少し、2,414百万円となりまし

た。 

  

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第２四半期連結累計期間において営業活動の結果使用した資金は、４百万円です。（前第２四半期連

結累計期間において営業活動の結果得られた資金は、947百万円でした。）これは、税金等調整前四半期

純損失350百万円に減価償却費321百万円などの非資金費用の調整などがあり、前受金の増加334百万円な

どの増加項目に、貯蔵品の増加71百万円などの減少項目を加減した結果によるものであります。 

  

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第２四半期連結累計期間において投資活動の結果得られた資金は、392百万円です。（前第２四半期

連結累計期間において財務活動の結果使用した資金は、1,200百万円でした。）これは主に、定期預金の

払戻による収入400百万円などによるものです。 

  

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第２四半期連結累計期間において財務活動の結果使用した資金は、前第２四半期連結累計期間におい

て投資活動の結果使用した資金に比べ285百万円増加し、507百万円です。これは主に、長期借入金の返済

による支出275百万円、株主への配当金の支払額230百万円などによるものです。 

  

  

  

2. 連結財政状態に関する定性的情報
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当第２四半期連結会計期間における業績の下振れを勘案し、業績予想の見直しを行なった結果、平成21
年８月６日付当社「業績予想の修正に関するお知らせ」にて発表いたしました平成22年３月期の連結業績
予想及び個別業績予想を修正しております。詳細につきましては、本日別途開示する「業績予想の修正に
関するお知らせ」をご参照ください。 
  
なお、第３四半期以降の為替レート及び燃料油価格は下記の通り想定しております。 

 
  

  

該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

  

3. 連結業績予想に関する定性的情報

前回予想
（平成21年８月６日公表）

今回予想
（平成21年11月６日公表）

期中平均為替レート 1US$=95円 1US$=90円
予想燃料油価格 US$400/MT US$450/MT

4. その他

(1) 期中における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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5.【四半期連結財務諸表】 
(1)【四半期連結貸借対照表】 

(単位：千円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,425,252 2,994,524

受取手形及び海運業未収金 226,637 304,543

貯蔵品 227,805 156,187

繰延税金資産 226,613 86,112

その他流動資産 277,389 171,296

流動資産合計 3,383,698 3,712,663

固定資産   

有形固定資産   

船舶（純額） 4,807,501 5,121,865

建物（純額） 290,119 299,471

器具及び備品（純額） 7,960 8,888

土地 147,928 147,928

建設仮勘定 304,000 304,000

その他有形固定資産（純額） 10,500 11,837

有形固定資産合計 5,568,010 5,893,991

無形固定資産 2,563 2,851

投資その他の資産   

投資有価証券 570,481 533,996

繰延税金資産 180,275 197,532

その他長期資産 115,596 117,320

投資その他の資産合計 866,353 848,849

固定資産合計 6,436,927 6,745,691

資産合計 9,820,626 10,458,355
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(単位：千円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

海運業未払金 421,828 231,139

短期借入金 75,600 74,000

1年内返済予定の長期借入金 543,692 549,511

未払法人税等 5,256 327,794

前受金 472,884 138,487

賞与引当金 53,070 55,254

役員賞与引当金 － 29,180

その他流動負債 82,726 148,262

流動負債合計 1,655,059 1,553,629

固定負債   

長期借入金 3,310,500 3,580,637

繰延税金負債 118,475 128,184

退職給付引当金 246,323 264,108

特別修繕引当金 116,610 134,580

長期未払金 190,760 192,760

その他固定負債 116,141 116,581

固定負債合計 4,098,810 4,416,851

負債合計 5,753,870 5,970,481

純資産の部   

株主資本   

資本金 702,000 702,000

資本剰余金 280,268 280,268

利益剰余金 2,897,669 3,342,122

自己株式 △1,029 △1,013

株主資本合計 3,878,908 4,323,377

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 37,299 15,752

評価・換算差額等合計 37,299 15,752

少数株主持分 150,547 148,743

純資産合計 4,066,756 4,487,873

負債純資産合計 9,820,626 10,458,355
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(2)【四半期連結損益計算書】 
【第２四半期連結累計期間】 

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

海運業収益 4,289,980 2,235,027

海運業費用 2,421,498 2,219,800

海運業利益 1,868,481 15,226

その他事業収益 79,368 72,681

その他事業費用 19,169 21,090

その他事業利益 60,198 51,591

営業総利益 1,928,680 66,818

一般管理費 374,952 334,912

営業利益又は営業損失（△） 1,553,727 △268,094

営業外収益   

受取利息 6,417 2,048

受取配当金 9,526 9,072

為替差益 48,204 －

その他営業外収益 1,049 1,177

営業外収益合計 65,197 12,297

営業外費用   

支払利息 39,127 47,040

為替差損 － 43,864

その他営業外費用 3,820 611

営業外費用合計 42,947 91,516

経常利益又は経常損失（△） 1,575,977 △347,313

特別利益   

投資有価証券売却益 31,476 －

特別利益合計 31,476 －

特別損失   

退職特別加算金 － 3,006

本社移転費用 6,442 －

合併関連費用 2,615 －

その他特別損失 2,544 －

特別損失合計 11,601 3,006

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

1,595,852 △350,319

法人税、住民税及び事業税 689,086 3,448

法人税等調整額 △29,330 △143,291

法人税等合計 659,755 △139,842

少数株主利益 21,018 2,235

四半期純利益又は四半期純損失（△） 915,079 △212,712
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【第２四半期連結会計期間】 

（単位：千円）

前第２四半期連結会計期間 
(自 平成20年７月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結会計期間 
(自 平成21年７月１日 
 至 平成21年９月30日) 

海運業収益 2,247,709 1,133,920

海運業費用 1,286,619 1,059,012

海運業利益 961,090 74,907

その他事業収益 38,905 36,214

その他事業費用 10,322 10,211

その他事業利益 28,583 26,002

営業総利益 989,673 100,910

一般管理費 209,870 163,238

営業利益又は営業損失（△） 779,803 △62,328

営業外収益   

受取利息 4,993 1,297

受取配当金 295 24

その他営業外収益 560 291

営業外収益合計 5,849 1,612

営業外費用   

支払利息 19,441 22,848

為替差損 23,295 25,642

その他営業外費用 3,681 67

営業外費用合計 46,418 48,558

経常利益又は経常損失（△） 739,234 △109,274

特別利益   

投資有価証券売却益 29,983 －

特別利益合計 29,983 －

特別損失   

固定資産除却損 1,956 －

退職特別加算金 － 3,006

本社移転費用 6,442 －

その他特別損失 587 －

特別損失合計 8,986 3,006

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

760,231 △112,280

法人税、住民税及び事業税 376,986 2,135

法人税等調整額 △61,391 △46,186

法人税等合計 315,595 △44,050

少数株主利益 18,585 869

四半期純利益又は四半期純損失（△） 426,050 △69,099
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

1,595,852 △350,319

減価償却費 256,144 321,278

賞与引当金の増減額（△は減少） 30,300 △2,184

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △15,905 △29,180

退職給付引当金の増減額（△は減少） 17,759 △17,785

特別修繕引当金の増減額（△は減少） 17,241 △17,970

受取利息及び受取配当金 △15,944 △11,120

支払利息 39,127 47,040

為替差損益（△は益） △52,200 49,888

投資有価証券売却損益（△は益） △31,476 －

売上債権の増減額（△は増加） △68,453 77,905

たな卸資産の増減額（△は増加） △85,185 △71,618

その他の資産の増減額（△は増加） △88,226 △103,579

仕入債務の増減額（△は減少） 100,024 190,689

前受金の増減額（△は減少） 49,573 334,397

その他の負債の増減額（△は減少） △23,431 △52,166

その他 1,512 7

小計 1,726,712 365,283

利息及び配当金の受取額 15,944 11,120

利息の支払額 △38,241 △50,395

法人税等の支払額 △757,322 △330,450

営業活動によるキャッシュ・フロー 947,092 △4,441

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △901,800 △309

定期預金の払戻による収入 203,004 400,000

有形固定資産の取得による支出 △269,823 △12,608

有形固定資産の売却による収入 － 5,500

投資有価証券の取得による支出 △270,785 △2,070

投資有価証券の売却による収入 25,962 －

貸付金の回収による収入 2,189 1,620

その他の支出 △906 △290

その他の収入 11,440 813

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,200,719 392,655

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 57,000 1,600

長期借入金の返済による支出 △216,355 △275,955

自己株式の売却による収入 126,978 －

配当金の支払額 △187,304 △230,576

少数株主への配当金の支払額 △2,960 △2,960

その他の支出 △24 △15

財務活動によるキャッシュ・フロー △222,666 △507,907

現金及び現金同等物に係る換算差額 52,200 △49,888

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △424,092 △169,581

現金及び現金同等物の期首残高 3,381,488 2,584,024

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,957,395 2,414,443
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当第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

該当事項はありません。 

  

【事業の種類別セグメント情報】 

  

前第２四半期連結会計期間（自 平成20年７月１日 至 平成20年９月30日） 

 
  

当第２四半期連結会計期間（自 平成21年７月１日 至 平成21年９月30日） 

 
  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

外航海運業 
(千円)

内航海運業
(千円)

その他
(千円)

計
(千円)

消去又は全社 
(千円)

連結
(千円)

営業収益

 (1) 外部顧客に 
   対する営業収益

1,753,987 493,722 38,905 2,286,615 ― 2,286,615

 (2) セグメント間の内部 
   営業収益又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 1,753,987 493,722 38,905 2,286,615 ― 2,286,615

営業利益又は営業損失(△) 958,273 △6,032 13,663 965,904 （186,101） 779,803

外航海運業 
(千円)

内航海運業
(千円)

その他
(千円)

計
(千円)

消去又は全社 
(千円)

連結
(千円)

営業収益

 (1) 外部顧客に 
   対する営業収益

817,235 316,684 36,214 1,170,134 ― 1,170,134

 (2) セグメント間の内部 
   営業収益又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 817,235 316,684 36,214 1,170,134 ― 1,170,134

営業利益又は営業損失(△) 54,452 14,091 11,043 79,587 （141,915） △62,328
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前第２四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年９月30日） 

 
  

当第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

 
(注) １.事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。 

   ２.各区分の主な事業内容は以下のとおりです。 

 
  

外航海運業 
(千円)

内航海運業
(千円)

その他
(千円)

計
(千円)

消去又は全社 
(千円)

連結
(千円)

営業収益

 (1) 外部顧客に 
   対する営業収益

3,345,381 944,598 79,368 4,369,348 ― 4,369,348

 (2) セグメント間の内部 
   営業収益又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 3,345,381 944,598 79,368 4,369,348 ― 4,369,348

営業利益又は営業損失(△) 1,865,371 △9,180 30,275 1,886,466 （332,739） 1,553,727

外航海運業 
(千円)

内航海運業
(千円)

その他
(千円)

計
(千円)

消去又は全社 
(千円)

連結
(千円)

営業収益

 (1) 外部顧客に 
   対する営業収益

1,609,562 625,464 72,681 2,307,709 ― 2,307,709

 (2) セグメント間の内部 
   営業収益又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 1,609,562 625,464 72,681 2,307,709 ― 2,307,709

営業利益又は営業損失(△) 96,619 △93,878 21,481 24,222 （292,317） △268,094

外航海運業 ボーキサイト輸送や穀物輸送を行っております。

内航海運業 水酸化アルミ輸送、重油輸送の他、ボーキサイト残渣の海上運搬処分を行っております。

その他 賃貸用不動産を所有し、不動産賃貸業を営んでおります。
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【所在地別セグメント情報】 

前第２四半期連結会計期間（自 平成20年７月１日 至 平成20年９月30日） 

 
  

当第２四半期連結会計期間（自 平成21年７月１日 至 平成21年９月30日） 

 
  

前第２四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年９月30日） 

 
  

当第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

 
  

日本 
(千円)

リベリア
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結 
(千円)

営業収益

 (1) 外部顧客に 
   対する営業収益

2,286,615 ― 2,286,615 ― 2,286,615

 (2) セグメント間の内部 
   営業収益又は振替高

18,700 275,975 294,675 （294,675） ―

計 2,305,315 275,975 2,581,291 （294,675） 2,286,615

営業利益 962,179 9,190 971,369 （191,566） 779,803

日本 
(千円)

リベリア
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結 
(千円)

営業収益

 (1) 外部顧客に 
   対する営業収益

1,170,134 ― 1,170,134 ― 1,170,134

 (2) セグメント間の内部 
   営業収益又は振替高

18,000 412,390 430,390 （430,390） ―

計 1,188,134 412,390 1,600,524 （430,390） 1,170,134

営業利益又は営業損失(△) 212,332 △21,297 191,035 （253,363） △62,328

日本 
(千円)

リベリア
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結 
(千円)

営業収益

 (1) 外部顧客に 
   対する営業収益

4,369,348 ― 4,369,348 ― 4,369,348

 (2) セグメント間の内部 
   営業収益又は振替高

39,600 545,050 584,650 （584,650） ―

計 4,408,948 545,050 4,953,999 （584,650） 4,369,348

営業利益 1,846,692 35,825 1,882,517 （328,790） 1,553,727

日本 
(千円)

リベリア
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結 
(千円)

営業収益

 (1) 外部顧客に 
   対する営業収益

2,307,709 ― 2,307,709 ― 2,307,709

 (2) セグメント間の内部 
   営業収益又は振替高

40,400 823,211 863,611 （863,611） ―

計 2,348,109 823,211 3,171,320 （863,611） 2,307,709

営業利益又は営業損失(△) 142,890 △859 142,030 （410,125） △268,094
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【海外営業収益】 

前第２四半期連結会計期間（自 平成20年７月１日 至 平成20年９月30日） 

 
(注) １.国または地域の区分方法は、地理的近接度によっております。 

   ２.各区分に属する主な国または地域は以下のとおりであります。 

     北米：アメリカ    

   ３.海外営業収益は、連結財務諸表提出会社の本邦以外の国又は地域の取引先に対する営業収益であり、貨物の

積地又は揚地、あるいは、貸船先の所在地により、区分しております。 

  

当第２四半期連結会計期間（自 平成21年７月１日 至 平成21年９月30日） 

海外営業収益が連結営業収益の10％未満のため、海外営業収益の記載を省略しております。 

  

前第２四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年９月30日） 

 
(注) １.国または地域の区分方法は、地理的近接度によっております。 

   ２.各区分に属する主な国または地域は以下のとおりであります。 

     北米：アメリカ   中南米：パナマ共和国,コロンビア 

   ３.海外営業収益は、連結財務諸表提出会社の本邦以外の国又は地域の取引先に対する営業収益であり、貨物の

積地又は揚地、あるいは、貸船先の所在地により、区分しております。 

  

当第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

 
(注) １.国または地域の区分方法は、地理的近接度によっております。 

   ２.各区分に属する主な国または地域は以下のとおりであります。 

     北米：アメリカ   中南米：パナマ共和国   中近東：アラブ首長国連邦（UAE） 

   ３.海外営業収益は、連結財務諸表提出会社の本邦以外の国又は地域の取引先に対する営業収益であり、貨物の

積地又は揚地、あるいは、貸船先の所在地により、区分しております。 

  

当第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

該当事項はありません。 

  

北米 計

Ⅰ 海外営業収益（千円） 254,141 254,141

Ⅱ 連結営業収益（千円） ― 2,286,615

Ⅲ 連結営業収益に占める 
   海外営業収益の割合(％)

11.1 11.1

北米 中南米 計

Ⅰ 海外営業収益（千円） 399,783 108,383 508,167

Ⅱ 連結営業収益（千円） ― ― 4,369,348

Ⅲ 連結営業収益に占める 
   海外営業収益の割合(％)

9.1 2.5 11.6

北米 中南米 中近東 計

Ⅰ 海外営業収益（千円） 109,834 87,573 72,370 269,778

Ⅱ 連結営業収益（千円） ― ― ― 2,307,709

Ⅲ 連結営業収益に占める 
   海外営業収益の割合(％)

4.8 3.8 3.1 11.7

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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